










否定中止形ナクである。 は漫画のナレーション部分、 は新聞記事、 は新書、 は街
で見かけた業務用のテプラシールである。
最近では本名を知る者はほぼいなく恐れられる毎日
（ 君に届け 第１巻、 年、集英社（マーガレットコミックス））
記者会見を開いた三条地域振興局の岡田伸夫局長は 全職員に飲酒運転根絶を再
度徹底した。非常に信じられなく、残念。申し訳ない と頭を下げた。
（朝日新聞、 年 月 日 朝刊（新潟） 頁）
おそるおそるアクセスした新入会員には何のことだか分からなく、目を白黒させ




この現象については、早くも金澤（ ）がその存在を指摘して なく中止形 と名付
けている。金澤（ 、 ）が新聞や書籍、レポートなどから得た 用例を挙げて指摘
した なく中止形 の傾向は、次の二つである。金澤のこの指摘は、先に挙げた例
や筆者が日頃目にする用例にもほぼ当てはまる。




２ にすぎない 、 ても構わない のように、対応する肯定形を持たない動詞
（句）の用例がある（金澤の ）
また金澤（ ）は、 年と 年の大学生を対象としたアンケート調査から、従来














形容詞の ない 、形容詞否定形、動詞否定形を、特に用言にかかる 連用形 、何も後接










意志推量形 連用形 中止形 テ形 終止連体形 仮定
形容詞 ない ナカロウ ナクナカッ ナク ナクテ ナイ ナケレバ

























































もよい。構文的に二つに分けられるが、 １ナイ テ、 ２。 構文を取るものは前件と後件
の述部が対比的（予想される状況に反した事態という意味関係）に解釈され、ナクテ、ナ


















このうち、動詞の範疇が要求される 、 、 はナイデが、他はナクテが使われる
という。




ｂ．喫茶店で朝食を取ら｛ なくて ないで ず ずに｝職場に行った。（付帯
状況）
ａ．昨日は図書館に行って、体育館に行って…（継起）









なお、小林（ ）はこの分類に 代替 を加える提案をしている。
代替（彼女は高校には行かないでカラオケに行っていたようだ）（小林 、 ）
この 代替 は、前件が否定で後件が肯定という構文を取り、前件と後件が同主語でも
異主語でもよく、対比的な意味をなす。したがって、日高（ ）の《 》 並列的用法
対比 のうちの １ナイ テ、 ２。 構文のものと同じ用法を指しているといえる。つま
り、 の 代替 は、前件と後件に時間的な関連がない並列用法の中から、前件が否定、
後件が肯定となる構文になっているものを取り出したものであり、 の 単純並列 は
残る １ナイ テ、 ２ナイ。 構文のものを指すと言っていいだろう。
これらの意味分類を参考に、本稿では益岡（ ）の 継起 を省き、 、
































試みに朝日新聞社のオンライン記事データベース 聞蔵 ビジュアル の全文検索方式
のデータで金澤（ ）において使用率の増加が大きかった存在動詞 いる の否定中止
形 いなく、 ていなく、を検索してみると
注３














表３ 聞蔵 検索による いなく、 ていなく、 の用例数
聞蔵 で 朝日新聞 週刊朝日 の記事中の文言について全文検索がで
きるのは 年からなので、読点入りの検索ワード いなく、 では 年には用
例がないことはわかったが、残念ながら 年以前はどうなっているか分からない。ただ、
新聞記事ではないが金澤（ 、 ）が 年代のエッセイや小説の用例も挙げて
いることから、新聞でもこの期間に例がないわけではなく、おそらく新聞等の文章の中で
もわずかながら使い続けられていたと推測できる。
動詞 いる を否定中止形にする場合は動詞 おる を取って おらず とするのが従
来の規範的な形だが、動詞 いる を取り替えずに活用によって否定中止形を作るという
要請のあることが新形 いなく （および いず ）を生み出す背景にあると思われる。使
用頻度の高さも関わっていよう。
いる 以外の動詞の使用状況はというと、状態的な意味を持つ動詞 できる 、 ら
れる （可能）などの否定中止形 できなく、（ 例）、 られなく、（ 例）や、肯定
形との対応のない固定的な表現 なければならなく、（ 例）、 わけにもいかなく、（１
例）などが、 いなく、 ほどではないにせよ、少しは存在している。しかし動作動詞の場
合、使用頻度の高い する （複合動詞含む）でも４例限りであり（ 初めて会った感じが
全くしなく、 パッとしなく、 症状が好転しなく、 燃焼筒が赤熱しなく、）、書く 行




る られる なければならない などのかなり限られた動詞句だけに時折使われる
形式なのである。
（ ）
年 例 年 例 年 例 年 例
年 年 年 年
年 年 年 年
年 年 年 年
年 年 年 年
年 年 年 年
年 年 年 年
検索範囲 朝日新聞 週刊朝日 アエラ 、 年 月分の記事
（ ） 用例のうち補助動詞の数
週刊朝日 アエラ の記事からの用例を１ ２例を含む。
─ ─
朝日新聞等での いなく、 ていなく、 の特徴












している。（朝日新聞、 年 月 日朝刊（北海道総合） 頁）
このように、用例数の多い いなく、 ていなく、 が発話の引用部分に多く、記事
編集時に記者によって選択される可能性のあることは、新しい動詞否定中止形ナクが書き
ことば的な文体のものと捉えられていることを示唆している。
記事のジャンルという視点から見ると、全用例のうち 例（ ％）は のような火
事や交通事故、食中毒などの事件・事故記事で、このうち 例が本動詞 いる の否定中





た。（朝日新聞、 年 月 日夕刊、 頁）
当時、店には客はいなく、店員一人だったという。（朝日新聞、 年 月 日
朝刊、静岡）
だが、ずば抜けたスラッガーはいなく、切れ目のない打線を持つチームが上位に













台湾当局への警戒が続きそうだ。（朝日新聞、 年 月 日 朝刊、１頁）
広告会社の関係者は そもそも発注の仕様書が実態に即していなく、無理があっ














実施期間 年 月５日 日

















従属節と主節の意味関係を単純並列に解釈しやすくし、［ ］する、［ ］見る、［ ］
いる、［ ］言う、［ ］書く、［ ］足りる、［ ］できる、［ ］わかる、［ ］見ている、
［ ］見られる、［ ］（予想が）つく、の の動詞の文を用意。それぞれ普通体
にし、やや堅いイメージの語彙を用い、書きことば的な文体に統一。
第３項目 二重否定による義務表現の前部要素のスタイルによる違いを確認する
二重否定による義務表現 なくてはならない 、 ねばならない の２問。
第４項目 従属節と主節の意味関係の違いによる形式の選択傾向を確認する































動詞の いる や補助動詞の ている の否定形を使いやすい文である。動詞や補助動
詞の いる ている を否定中止形ズにする時だけ おる に取り替えるという操作を
やめて整合性のある いる の活用を構築する方向に進もうとすると、従来の規範的な お
らず は いず になってしまうが、この いず が現在もまだ規範的なものとして認識
されていないことからも いなく が許容されやすくなったのではないか。また３．で見
たように、他の動詞の否定中止形に比べて いなく は新聞・雑誌、 上のさまざま
な文から多くのインプットを受けていることも影響しているだろう。
動詞の否定中止形ナクが全く使われなかったのは と である。 は形容詞のナクを入
れやすい文であったことや、後続の従属節にかかる文構造であることが影響してナクテが
選択されやすかったのだろう。 については、金澤（ 、 、 ）は動詞 切る
が状態性の意味を持たないことを理由に挙げているが、 は と違って、従属節と主




的関係が で整理した６つの分析枠のうち 単純並列や 原因であることに気づく。























あの人は本も｛読まず 他｝、音楽も聴かない。 … 単純並列
子どもがちっとも勉強｛せず 他｝、困っている。… 原因
あの人に｛会えなくて 他｝残念だ。 … 原因
バスに｛乗らずに 他｝目的地へ行った。 … 手段
今朝もご飯を｛食べずに 他｝出かけた。 … 付帯状況
土日も｛休まずに 他｝働く。 … 付帯状況
しっかりしてくれ｛なくて 他｝は困る。 … 条件
虎穴に入ら｛ずんば 他｝虎児を得ず。 … 条件（固定的表現）
親が｛来ないで 他｝子どもが来た。 … 対比
結果は表５にまとめる。なお 条件に当たる については、助詞 ハ に続かない















１ でナク・ズに をつけた回答者が 名いたが、その回答者のデータを集計から除
外している。











［ ］ 近年は検査も｛せず 他｝、書類さえ提出しない。
［ ］ 説明書も｛見ず 他｝、試運転さえしない。
［ ］ 支持者が｛おらず 他｝、後援団体さえない。
［ ］ 何も｛いわず 他｝、目も合わせない。
［ ］ 署名も｛書かず 他｝、捺印もしていない。
［ ］ 資金が｛足りず 他｝、寄付も期待できない。
［ ］ 机間巡視が｛できず 他｝、板書も汚い。
［ ］ 問題点が｛わからず 他｝、観点も不明瞭だ。




［ ］ おしゃれも｛せず 他｝、髪もボサボサなんだ。
［ ］ こっちも｛見ず 他｝、合わせる気なんてないんだ。
［ ］ 先生が｛おらず 他｝、鍵もあいてないよ。
［ ］ 何も｛いわず 他｝、顔も見ないよ。
［ ］ 一枚も｛書かず 他｝、資料も持ってこないんだよ。
［ ］ 今月はお金が｛足りず 他｝、アルバイト代も期待できないよ。
［ ］ レジの仕事も｛できず 他｝、挨拶もヘタ。
［ ］ 何言ってるか｛わからず 他｝、字も汚いなあ。
［ ］ そっちを｛見ておらず 他｝、音も聞いてなかったよ。
［ ］その映画が｛見られず 他｝、他のもいいのがなかったよ。
［ ］そんなの、予想も｛つかず 他｝、悪いなんて思ってなかったよ。
第２項目と第５項目における適格（ ）の回答数は表 、 にまとめた。なお、 分
（ ）
─ ─








いのは［ ］いる、［ ］足りる、［ ］できる、［ ］わかる、［ ］見ている、［ ］見られる、［ ］
（予想が）つく、の つである（表中の数字を太字ゴシックで示している）。これに対して







出しない。、第５項目の［ ］ おしゃれもしないで、髪もボサボサなんだ。 のように、［ ］
する、［ ］見る、［ ］言う、［ ］書く、についてはナイデの回答が 以上になるという偏り
（ ）







































もう一つ、二重否定による義務表現形式 なくてはならない 、 ねばならない の































































注１ 古典語の ぬ 系統の否定形式の終止連体形やテ形は、西日本諸方言であれば 行












注３ いなくなる 、 悔いなく戦う のような正用の連用形（補助用言用法のもの）を
除外するため、検索ワードに読点を入れている。






















動作動詞 言う（ いう ゆう） の否定中止形（補助動詞用法含む）
言わなく、 件（うち いわなく、 ４件、 ゆわなく、 ０件）
言わなくて、 件（うち いわなくて、 件、 ゆわなくて、 ６件）
言わず、 件（うち いわず、 約 件、 ゆわず、 件）
このようにブログでは動作動詞 食べる する 言う などの用例が拾えるが、
それぞれの全用例数に対する動詞否定中止形ナクの割合は いなく、 が ％である
のに比べ、 食べなく、 は ％、 しなく、 は ％、 言わなく、 は ％と、 い






日本語として不自然な例が混ざっている点に注意が必要である。 は しなく、 の




注７ 人から回答を得たが、留学生１名と、質問のうち第４項目の［ ］ しっかりして




金澤裕之（ ） 研究ノート 助動詞 ない の連用中止法について 、国立国語研究
所編 日本語科学 １、国書刊行会
────（ ） 留学生の日本語は、未来の日本語 日本語の変化のダイナミズム ひ
つじ書房
────（ ） 時代を超えた言語変化の特性 動態の普遍性を考える 、金澤裕之、矢
島正浩編 近世語研究のパースペクティブ 言語文化をどう捉えるか 笠間書院
グループ・ジャマシイ（ ） 日本語文型辞典 くろしお出版
小林典子（ ） なく（て） と ないで と ず（に） について─言語研究と日本語
教育─ 、 筑波大学留学生センター日本語教育論集 第 号
鈴木英夫（ ） なく（て） と ないで と ず（に） の用法の異同について 名
古屋大学教養部紀要 （人文科学・社会科学） 第 号
寺村秀夫（ ） 日本語の文法（下） 国立国語研究所
────（ ） 日本語のシンタクスと意味 くろしお出版
仁田義雄（ ） シテ形接続をめぐって 仁田義雄編 複文の研究（上） くろしお出版
日高水穂（ ） ナイデとナクテとズニ─テ形の用法を持つ動詞の否定表現─ 宮島達
夫・仁田義雄編 日本語類義表現の文法（下）複文・連文編 くろしお出版























近年は検査も｛しなく しなくて しないで せず｝、書類さえ提出しない。
説明書も｛見なく 見なくて 見ないで 見ず｝、試運転さえしない。
支持者が｛いなく いなくて いないで いず おらず｝、後援団体さえない。
何も｛いわなく いわなくて いわないで いわず｝、目も合わせない。
署名も｛書かなく 書かなくて 書かないで 書かず｝、捺印もしていない。
資金が｛足りなく 足りなくて 足りないで 足りず｝、寄付も期待できない。
机間巡視が｛できなく できなくて できないで できず｝、板書も汚い。
問題点が｛わからなく わからなくて わからないで わからず｝、観点も不明瞭だ。
参考文献を｛見ていなく 見ていなくて 見ていないで 見ていず 見ておらず｝、
資料も不適切だ。
温度変化が｛見られなく 見られなくて 見られないで 見られず｝、変形もなかっ
た。
予想も｛つかなく つかなくて つかないで つかず｝、問題を感じてもいなかった。
３．
発表もしなくては｛ならなく ならなくて ならないで ならず ならずに｝、レ
ポート提出の義務まである。





あの人は本も｛読まなく 読まなくて 読まないで 読まず｝、音楽も聴かない。
子どもがちっとも勉強｛しなく しなくて しないで せず｝、困っている。
あの人に｛会えなく 会えなくて 会えないで 会えず｝残念だ。
バスに｛乗らなく 乗らなくて 乗らないで 乗らず 乗らずに｝目的地へ行った。
今朝もご飯を｛食べなく 食べなくて 食べないで 食べず 食べずに｝出かけた。
土日も｛休まなく 休まなくて 休まないで 休まず 休まずに｝働く。
しっかりしてくれ｛なく ないで なくて ず ずに｝は困る。
虎穴に入ら｛なくば ないでは なくては ずんば ずには｝虎児を得ず。
親が｛来なく 来なくて 来ないで 来ず 来ずに｝子どもが来た。
５．
おしゃれも｛しなく しなくて しないで せず せんくて せんく｝、髪もボサ
ボサなんだ。
こっちも｛見なく 見なくて 見ないで 見ず 見んくて 見んく｝、合わせる気
なんてないんだ。
先生が｛いなく いなくて いないで いず おらず おらんくて おらへんくて
おらんく おらへんく｝、鍵もあいてないよ。
何も｛いわなく いわなくて いわないで いわず いわんくて いわんく｝、顔
も見ないよ。
一枚も｛書かなく 書かなくて 書かないで 書かず 書かんくて 書かんく｝、
資料も持ってこないんだよ。
今月はお金が｛足りなく 足りなくて 足りないで 足りず 足りんくて 足りん
く｝、アルバイト代も期待できないよ。
レジの仕事も｛できなく できなくて できないで できず できんくて できん
く｝、挨拶もヘタ。
何言ってるか｛わからなく わからなくて わからないで わからず わからんく
て わからんく｝、字も汚いなあ。
そっちを｛見ていなく 見ていなくて 見ていないで 見ていず 見ていんくて
見ていんく 見ておらず 見ておらんくて 見ておらんく｝、音も聞いてなかったよ。
その映画が｛見られなく 見られなくて 見られないで 見られず 見られんくて
見られんく｝、他のもいいのがなかったよ。
そんなの、予想も｛つかなく つかなくて つかないで つかず つかんくて つ
かんく｝、悪いなんて思ってなかったよ。
（ ）
